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　皆さん、こんにちは。
　今年は戦後80年、本市が平和都市宣言を行ってか
ら40年という節目の年です。先の大戦では、多くの
尊い命が失われました。今ある我が国の平和と繁栄
は、この尊い犠牲の上に成り立っていることを決し
て忘れてはなりません。改めて犠牲となられたかた
がたのご冥福を心からお祈り申し上げます。
　本市では、7月19日から23日まで、中央図書館と
メディアセブンで「川口市平和展」を開催しました。
「未来へ伝える平和の大切さ」をテーマに、当時の川
口の様子やヒロシマ・ナガサキ原爆資料などの展示
に加え、5歳のときに広島の爆心地からわずか1.5㎞
先の自宅で被爆した、市内在住の髙橋溥さんをお招
きして特別講話会を行い、多くのかたがたにご参加
いただきました。私も髙橋さんの壮絶な被爆体験の
話や平和への強い思い、目を覆いたくなるような
数々の記録写真を拝見し、胸を打たれたとともに改
めて平和の大切さを痛感しました。
　また、去る8月9日、私は長崎原爆犠牲者慰霊平和
祈念式典に参列し、平和首長会議（世界の各都市が
連携して核兵器のない平和な世界の実現などに向
け取り組む国際機構）加盟都市の市長として、改め
て世界の恒久平和の実現と核兵器廃絶への決意を、
被爆地長崎の地にお誓いして参りました。そして、
戦争の記憶が薄れつつある今こそ、戦争を体験した
世代の証言やその歴史・教訓を次世代に伝え、今日
享受する平和と、安心して暮らせる社会を未来につ
なげていくことが大変重要であると再認識したと
ころです。
　これからも市民の皆さんが、平和を愛する心を持
ち続け、次代へとつないでいけるよう、命の尊さや
平和の大切さを改めて考える取り組みを継続的か
つ積極的に推し進めて参ります。
　10月4日には、青木町平和公園において「川口市
戦没者追悼式」を挙行します。川口市の戦没者

2,246柱の芳
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夜のいきもの観察会
イイナパーク川口などで開催。
普段なかなか探検できない夜の
フィールドで、子どもたちは昼間
とは違ういきものの様子を触れ
合いながら観察しました。

川口市平和展

かわぐち環境フェスタ
プラスチックスマートフェスタ

リサイクルプラザで開催。来場者はプラスチックを使わない竹製
うちわ作りなどの参加体験型イベントを通じて、環境に配慮した
行動の大切さを学びました。全国高等学校総合体育大会に出場する

生徒が市長を表敬訪問

全国高等学校総合体育大会（インターハイ）に、陸上・新体操・
ボートの種目で出場する川口市立高等学校の生徒が市長を表敬
訪問し、意気込みを語りました。
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令和６年度全日本学校関係緑化コンクール学校
環境緑化の部において、文部科学大臣賞・日本放
送協会会長賞を受賞した安行小学校の児童たち
が市長を表敬訪問し、日々の取り組みなどを報
告しました。

市役所第二本庁舎
落成記念式典

「災害に強い 環境にやさしい だれもが利用しやすい 働きやす
い庁舎」をコンセプトにした第二本庁舎が完成し、落成記念式典
を開催。川口市立高等学校吹奏楽部の演奏や、くす玉開きなどを
行い、新しい庁舎の完成を祝いました。

第７５回
“社会を明るくする運動”中央大会

ＳＫＩＰシティ国際Ｄシネマ映画祭２０２５
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22回目を迎えた今回、
国内コンペティショ
ン部門として応募総
数271作品の中から、
よりすぐりの13作品
を上映しました。最
終日には表彰式を行
い、最優秀作品賞な
どを発表しました。

川口の元気 第１０回中高生未来を拓く
ふれあいトーク

戦争の実相と平和の尊さを市民に広く周知するため、中央図書館
とメディアセブンで開催。戦中・戦後の実物資料や写真パネルの
展示に加え、髙橋溥氏による被爆体験の講話や市長との対談など
を行いました。

文房具に秘められた“科学のチカラ”を学べる特別展を科学館で
開催。来場者はワークショップやチャレンジイベントなどを通
じて、普段何気なく使っている文房具に関する知識を楽しみな
がら学びました。

政治的教養を育むとともに、将来の川口を担う一員としての自覚
を高めるために開催。「中高生が考える10年後の川口市、こんな
まちになってほしい」をテーマに、生徒からの全ての質問に市長
が直接答え、活発な意見交換を行いました。

犯罪のない明るい社会
を目指し、フレンディ
アで開催。退任保護司・
永年勤続保護司への感
謝状贈呈や、市内小・中
学生・高校生による作
文朗読、西中学校生徒
による合唱などを行い
ました。
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